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                  抄     録

 自然とそれを覆う闇は、〃e五α8foア物e Mo〃。αmsを構成する重要な要素であるだけでなく、作

品のテーマを支える重要な意味をも与えられている。自然と闇は、それぞれ、善と悪を象徴的に示

している。悪に苦悩しているNattyBumppoは、救いを求めてGlenn’sの洞窟にいくのである。し

かし、彼は、そこで語られているキリスト教信仰に失望する。その結果、彼は、G1em’sの洞窟を出

て霊的戦いを続けようと決心する。彼は、UnCaSをメシヤと認識するだけでなく、彼の死に象徴的

な意味をも読み取るのである。Uncasの死は、Natty BumppoとUncasの父Chingachgookとの

絆を深めている。Natty Bumppoは、救いを得たのである。

キーワード：ジェームズ・フェニモア・クーパー、「モヒカン族の最後の者」、ナッテー・バンポー

                                 （1995年9月1日受理）

Abstmct

  The contrast between nature and the darkness covering it constitutes both structura1

and thematic frames for〃eムα∫C oグ肋e Mo〃ωm∫、 Nature symbo1izes good while the

darkness symbolizes evi1．Natty Bumppo who suffers from evi1goes to the Glenn’s cave to

seek sa1vation，but he is disappointed with Christian faith preached there． As a resu1t，he

decides to go out of the cave to continue his spiritual struggle． He understands Uncas as a

Messlamc person and sees Uncas’death as symbo11c of atonement Uncas’death strengthens

and deepens the re1ationship between Natty Bumppo and Chingachgook and Natty Bumppo

is reconci1ed with God．

Keyword：James Fenimore Cooper，肋e工αsC oグ物e Mo〃。αms，Natty Bumppo

                              （Received September1．1995）
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 Kay Seymour Houseは、丁肋ムαsCoゾ肋2

Mo〃。αms（1826）のNatty Bumppoを古代

の哲学者の生きざまに近い信条をもっている

人物と見倣している。Houseは、Natty

Bumppoについて次のように述べている。

 Whatever the reason，Natty and the

 Indians，with their devotion to atarax－

 ia and their dedication tO persOna1

 standards of honesty and friendship，

 gain in credibi1ity through their Epi－

 cureanism，which strikes us as both

 strange and haunting1y fami1iarl（1〕

Houseは、Natty Bumppoや彼と共にいる

UncasとChingachgookたちが周りで起こ

る事柄に惑わされず心の平静不動に幸福を見

いだす人物であるという。Houseは、

Natty Bumppoをエピクロス主義者である

というのである。

 しかし、NattyBumppoを闇に覆われた舞

台の中で捉え直してみるとどうなるであろう

か。Natty Bumppoを闇に覆われた舞台の中

で捉え直してみると、そこには象徴的な意味

を与えられた新しい人間像が浮かび上がって

くるように思えるのである。そして、mθ

工αsf oグ肋e Mo〃。αmsの最初の3章が、重要

な意味を持ってくるように思えるのである。

 Cooperは、最初の3章でNatty Bumppoに

与えた意味を明らかにするために必要な準備

をしてい孔まず重要なのは、物語の舞台を

設定することである。雄大な自然が読者の眼

前に展開する。Cooperは、第1章の冒頭で

自然との戦いが敵対するもの同志の戦いに先

立つと述べている。続いて、Cooperは、対決

する英・仏画車の大部隊が広大な森林に飲み

込まれている様子を描いて‘‘the forest．．．

apPeared to swa11ow up the1iving mass

which had s1owly entered its bosom．”（15）

と述べている。（2〕敵・味方両軍を飲み込んで

しまう自然の広大さが強調されているのであ

る。

 Cooperは、自然の物理的な広大さを強調

するだけでない。彼は、一 ｩ然が象徴的な意味

も与えられていることを示そうとす孔

HowardMumfordJonesは、Cooperのパノ

ラマ的な自然描写がHudson River Sch001

に属すると言われている画家たちの自然描写

と共通していることを指摘した上で、両者が

描こうとしたことは、“thegrandeurofGod

working in the universe”（3〕であると述べて

いる。Cooperは、神が自然を通して自らを

啓示するということを示そうとしたのだ。

従って、Cooperの描く自然は、それを見る

者の心の中に“the awe or humility”（4〕をも

たらすものなのだ。Cooperの描く舞台を構

成する自然は、宗教的な意味を持つ信仰の対

象とされるものなのである。

 神の啓示としてのCooperの自然は、同時

に作品の舞台を構成するもう一つの重要な要

素である死と闇の覆うところでもある。それ

は、英・仏両軍が植民地支配の覇を競いあっ

て死闘を繰り広げている“the b1oody arena”

（12）でもあるのだ。そして、死体が累々と続

く森林地帯は、闇に包まれている。Cooper

は、森林地帯を“an i㎡pervious boundary

of forest”（11）や“the interminable for－

ests’’（13）と描き、一 Xの中は光を通さず昼な

お薄暗いという。Cooperの作品には、物語

が夕方から始まって夜へと進むものが多い。

meムαS工。∫肋e Mo〃CαmSでも冒頭の残照が

すぐさま夜の闇にかき消されてしまうこと

で、森の中はより一層暗さを増す。この点につ

いて、 Thomas Phi1brickは、 “almost

a1ways Cooper’s protagonists are hemmed

inbydarkness，mist，orthecover”〔5〕と述
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べている。闇に包まれ死体の転がる森は、ま

るで墓場のような不気味な様子をしているの

である。

 Cooperは、死臭を漂わす闇を一人のイン

ディアンと結び付けて描いている。読者は、

このインディアンの名前がMaguaであると

知らされるのだが、彼は物語が始まるとすぐ

に大自然の舞台に登場するのである。夕暮れ

にEdward砦に“the unwelcome tidings”

（17）をもって現れたこのインディアンは、こ

れからすぐに訪れる不吉な闇の前触れなので

ある。Cooperは、この男と闇の結び付きを

強調する。この男の表情は、闇のように暗い。

そればかりか、Maguaの表情の暗さは、見る

者にただならぬ嫌悪感すら与えている。

Cooperは、彼の表情を次のように描いてい

る。

 The co1ours of the war＿paint had

 blended in dark confusion about his

 fierce countenance，and rendered his

 swarthy1ineaments stiH more savage

 and  repulsive， than  if art had

 attempted an effect．（18）

Cooperは、Maguaの暗さが顔にぬった絵の

具の効果だけによるものではないという。こ

うして、Cooperは、Maguaの表情に浮かぶ

暗さがこの男の本質に根ざしていることを暗

示している。

 Cooperは、物語の進行につれてMagua

の本質を読者に明らかにする。そして、彼は

舞台を包む闇の性質を明らかにしてゆくので

ある。Maguaは、倫理的に堕落したインディ

アンとして描かれている。彼は、白人と接触

し“the fire－water”（102）を飲むことを覚

え、“arascal”（102）になり下がったのだ。文

明と接触し宗教的な意味を与えられている自

然との関係を失ったことが、彼の堕落の原因

なのである。やがて、Maguaは、大虐殺を引

き起こした首謀者として読者の前に現れる。

第17章のWmiam Henry砦の虐殺の場面は、

イギリス軍の将兵とともに婦人や子供までが

インディアンに殺された歴史的に有名な事件

である。Cooperは、この事件とHuron族を

結び付ける。Huron族が大量殺致を行った

のだと言う。そして、CooperのMaguaは、

Huron族を操って彼等にイギリス軍の将兵

と婦人や子供を襲撃させ虐殺させたのであ

る。森林地帯に転がる死体は、血に飢えた

Maguaの暗躍の結果なのである。Magua

は、“the dusky savage the Prince of Dark－

ness，brooding on his own fancied wrongs，

and p1otting evil’’（284） なのである。

Maguaは、悪の化身なのだ。大自然という舞

台は、倫理的腐敗を隠蔽し悪の跳梁を許す象

徴的な意味を帯びた闇に覆われているのであ

る。

 Cooperは、まず初めに物語の舞台を設定

した。宗教的な意味が与えられた自然は、背

後におしやられその表面を倫理的腐敗を隠す

闇が覆っている。Maguaが君臨する舞台は、

James Franklin Beardがいうように“his

［man’s］fanen state”（6〕なのである。こうし

て、Cooperは、これから闇に覆われた舞台

で起こる事柄にまつわる問題の中心が悪の認

識に関するものであることを暗示するのであ

る。

 Natty Bumppoが倫理的腐敗を隠し悪の

跳梁を許す闇に覆われた舞台に登場する。彼

は、猟師をして生計をたてている男なのだ

が、戦争中の今イギリス軍の斥候として働い

ているのである。彼は、Edward砦とWil－

liam Henry砦の間に横たわる広大な森林地

帯で敵のフランス軍の動向を探ろうとしてい

るのである。そこに、A1iceとCora Munro
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をWi11iam Henry砦まで護衛してゆこうと

しているDuncanHeywardが来るのであ

る。Duncanは、道案内のMaguaが道を間

違えたようなので砦まで案内して欲しいと頼

むのである。自然に慣れ親しんでいるイン

ディアンが道を間違えるはずがないと思って

いるNatty Bumppoは、不審に思いそのイ

ンディアンの部族をDuncanに問いただす。

MaguaがHuron族であると分かると、

Natty Bumppoは、Duncanに次の様にい
う。

 AHuron！、．．theyareathievishrace，

 nor do I care by whom they are a－

 dopted；youcannevermakeanything

 of them but sku1ks and vagabonds．

 （37）

Natty Bumppoは、Huron族を倫理的に腐

敗した連中と見ているのである。彼は、

Huron族の一人であるMaguaをまだ見て

いないのだけれども全く信用できない男と判

断するのである。

 NattyBumppoは、目分の目で見て

Maguaがどのような男か確かめようとす

る。彼俸、眼光鋭い人として描かれている。

Cooperは、Natty Bumppoの目を次のよう

に描いている。

 The eye of the hunter，or scout，which－

 ever he might be，was small，quick，

 keen，and rest1ess，roving while he

 spoke，on every side of him，as if in

 quest of game，or distrusting the

 sudden approach of some lurking

 enemy．（30）

NattyBumppoは、常に用心深く辺りを見回

しているのである。彼の鋭い目は、彼の仕事

に不可欠なものである。しかし、彼の目は、

職業的な特徴を表すだけでなく象徴的な意味

も与えられている。それは・悪の跳梁する闇

の中で善・悪を識別できる洞察力を与えられ

ていることを示している。実際、Natty

Bumppoは、“a1ook so dark and savage，

thatitmightinitselfexcitefear”（39）と描

写された邪悪なMaguaを一目見ただけで、

彼は、“Iknewhewasoneofthecheatsas

soon as I laid eyes on him！”（39）というの

である。彼は、Maguaを計り知れないほどの

倫理的腐敗と破壊のエネルギーをうちに秘め

た男と見抜くのである。彼は、Maguaを悪の

化身と認識するのである。

 Maguaを悪の化身と認識するNatty

Bumppoは、倫理的腐敗を隠し悪の跳梁する

闇の中で目分の姿を顧みるのである。Natty

Bumppoは、Wi11iam Henry砦まで案内し

てくれとDuncanに頼まれるのだ。しかし、

彼は、Duncanに次の様にいう。

 ’Tis a natura1 impossibility！．．．I

 wou1dn’t walk a mi1e in these woods

 after night gets into them，in compa－

 ny with that rumer［Magua］，for the

 best rif1e in the co1onies．They are fu11

 of outlying Iroquois，and your mon－

 gre1Mohawk knows where to find

 them too we11，to be my companion．

 （39）

Natty Bumppoは、DuncanたちをWi11iam

Henry砦まで案内することができないとい

う。彼は、悪が肢肩する倫理的な闇の中で人

を導く力を生まれながらに持ち合わせていな

いというのである。彼は、倫理的善・悪を識

別する洞察力を持っているけれども、悪の潜

む闇の中でDuncanたちを安全に砦まで案

内できないと謙虚に認めるのである。彼は、

不完全な人間であることを告白しているので

ある。
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 不完全な人間Natty Bumppoの姿は、さ

らに強調されている。猟師であるNatty

Bumppoは、射撃の腕を誇りにしている。射

撃の腕を誇りとしているNattyBumppoは、

Maguaにけがをさせ捕まえようとする。そ

して、彼は、鉄砲を撃つのだ。その直後に、

彼は、鉄砲を撃ったことを反省して次の様に

いう。

 It was an unthoughtfu1act，in a man

 who has so often s1ept with the war＿

 whoop ringing in the air，to1et off his

 piece，within sound of an ambush－

 ment！But，then it was a natura1

 temptation！’t was very natural！（45）

Natty Bumppoは、インディアンが待ち伏せ

しているかもしれない森の中で鉄砲を撃った

ことを反省しているのだ。彼は、撃つべきで

ないのに撃ってしまったのである。彼の射撃

の腕に対する自信が、自分の能力に対する過

信を生みかえって過ちを犯させてしまったこ

とを認めているのである。彼は、生まれなが

らに誘惑に陥りやすい人間であることを認識

しているのある。彼は、悪に蝕まれている自

分の姿を自覚しているのである。彼は、

Maguaを悪の化身と認識すると同時に自分

もMaguaと同質の悪に蝕まれ人間性を荒廃

させられている人間であることを自覚してい

るのである。

 悪に蝕まれていることを自覚している

Natty Bumppoは、G1enn’sの洞窟にゆくの

である。G1enn’sの洞窟は、Cooperが丁肋

ムα∫C oゾ肋e Mo〃ωm∫を書くきっかけを与え

られた場所として重要である。（7〕彼は、me

ムαs‘oゾ物e Mo〃。m8を出版する2年ほど前

の1824年8月に数名のイギリス人とG1em’s

の洞窟に観光旅行をし、そこでの話し合いが

きっかけとなって作品を書いたのである。

G1em’sの洞窟は、創作のきっかけを与えら

れた場所として重要であるだけではない。さ

らに重要なことは、Glenn’sの洞窟が象徴的

な意味を与えられていることである。Natty

Bumppoが、G1em’sの洞窟に行くとき

Duncanにさせた約東に注目してみる。彼

は、次のようにいってDuncanに二つのこと

を約束させる。

 The one is to be sti11as these s1eeping

 woods，1et what wi11happen；and the

 other，is to keep the p1ace where we

 sha11take you forever a secret from a11

 mortal men、（46）

Natty Bumppoは、ひとつの約束は静かにす

ることという。続けて、彼は、もう一つの約

束はGlem’sの洞窟のことを誰にも喋らず永

遠に秘密にしておくことという。これから

Natty BumppoがDuncanやDavidそして

A1iceとCoraMunro姉妹を伴ってゆく

G1enn’sの洞窟は、人に知られてはならない

神聖なところであることが暗示されているの

である。

 Glem’sの洞窟に与えられている象徴的な

意味は、第6章の冒頭の場面を通してさらに

強調されている。G1enn’sの洞窟にたどり着

いたNatty Bumppoは、Duncanたちにた

いまっをかかげて洞窟の内部を照らし出して

見せるのだ。彼のかかげる明かりの中にくっ

きりと浮かんで見えるのが、UnCaSの姿なの

である。UnCaSは、メシヤなのである。（8〕メ

シヤであるUncasの姿は、G1enn’sの洞窟に

たどり着いた全ての人の前に示されるのであ

る。メシヤUncasの姿が啓示されるG1em’s

の洞窟は、宗教的な意味を与えられた神聖な

場所なのである。悪に蝕まれていることを自

覚しているNattyBumppoは、宗教的な意

味を与えられている場所にやってきた。その
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ことは、彼が悪の呪縛から解放され魂の負っ

ている傷を癒されることを願っていることを

物語っている。G1em’sの洞窟に来たNatty

Bumppoは・救いを求めている人物なのであ

る。

 Natty Bumppoは、G1em’sの洞窟で初め

てDavid Gamutと話をする。Davidが賛美

歌教師であることを知ると、Natty Bumppo

は彼に礼拝をしてくれるように頼むのであ

る。Davidは、NattyBumppoに答えて次の

様にいう。

 With joyfu1p1easure do I consent．．

 What can be more fitting and conso1a－

 tory，than to offer up evening Praise

 after a day of such exceeding jeop－

 ardy！（58）

Davidは、一日の難を逃れ得たことを感謝し

て賛美歌を歌うのである。続けて、彼は、“He

that is to be saved win be saved，and he

that is predestined to be damned wi11be

damned！This is the doctrine of truth，and

most conso1ing and refreshing it is to the

truebeliever∴（116）と厳かに説教する。彼

は、予定説を真理の教えと信じているのであ

る。Davidを支えるキリスト教信仰は、敬度

な宗教感情と教義から構成されているのであ

る。ところが、Davidは、G1enn’sの洞窟で

啓示されるメシヤUnCaSに全く関心を示さ

ないのである。Cooperは、Davidの様子を

次のように描いている。

 The stranger ［David］ alone dis－

 regarded the passing incidents．He

 seated himse1f on a projection of the

 rocks，whence he gave no other signs

 of consciousness，than by the strug－

 gles of his spirit，as manifested in fre－

 quent and heavy sighs1（52）

Davidは、Uncasよりも殺された馬のことを

悲しんでいるのである。彼は、UnCaSをキリ

スト教の福音を知らないインディアンと見て

いるのである。彼の布教しようとしているキ

リスト教信仰は、敬度な宗教感情と教義を中

心にしているけれ一ともメシヤ認識を欠いてい

るのである。（9）

 GIem’sの洞窟に救いを求めてきたNatty

Bumppoは、Davidの説くキリスト教信仰

に批判的なのである。Natty Bumppoは、

Davidが予定説を説くのを聞くと“Doc－

trine，or no doctrine．．．’tis the belief of

knaves，and the curse of an honest man！”

（116）という。彼は、予定説を悪党の信仰と

批判するのである。その上、彼はDavidの歌

う賛美歌に対しても批判的なのだ。実際、彼

は、ところ構わず賛美歌を歌うDavidに
‘‘

shroatandIroquois’’（118）という。彼は、

大声で賛美歌を歌えば闇の中に潜んでいるイ

ンディアンに居場所を教えることになり危険

を招くというである。NattyBumppoは、メ

シヤ認識を持たず敬慶な宗教感情と教義を重

視するDavidのキリスト教信仰に心を満た

すものを感じられないのである。

 Natty Bumppoは、 G1enn’sの洞窟で

Duncan Heywardとも語り合うのである。

Duncanは、若くして“the Roya1Ameri－

cans” i38）の少佐に抜擢された南部出身のエ

リートなのである。彼は、NattyBumppoに

“a soldier in his knowledge，and a ga11ant

gentleman！”（38）と言われている知識人な

のである。インテリのDuncanは、Glenn’s

の洞窟を砦のイメージを用いて表現す孔彼

は、Glem’sに着いたときNattyBumppoに

次の様にいう。

 We are now fortified，garrisoned，and

 provisioned．．．and may set Montca1m
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 and his a11ies at defiance．How，now，

 my Vigilant Sentine1，Can yOu See any

 thing of those you ca11 the Iroquois on

 the main1and？（50）

Dmcanは、G1em’sの洞窟を敵から身を守

る砦と見傲している。彼は、G1enn’sの洞窟

に与えられている象徴的な意味を読み取れな

いのである。このようなDuncanは、

G1enn’sの洞窟で啓示されるUncasを善意

の人と見傲すのである。彼は、完壁な肉体を

したUnCaSを見たとき次の様にいう。

 This，certain1y，is a rare and brilliant

 instance of those natura1qua1ities，in

 which these pecu1iar people are said

 to excel．．．Let us then hoPe，that this

 Mohican may not disappoint our

 wishes，but prove，what his looks

 assert him to be，a brave and constant

 friend．（53）

Duncanは、Uncasを宗教的な意味を与えら

れた自然の体現者であることを認めている。

彼は、UnCaSをメシヤと見ている。しかし、

Glenn’sの洞窟を神聖な場所として理解でき

ないDuncanは、Uncasに与えられている

メシヤ性のもう一面を理解することができな

いのである。彼は、UnCaSを悪の呪縛から解

放し魂の負っている傷を癒し人間性を回復さ

せることができるメシヤとして認識できない

のである。彼は、終始一貫UnCaSを善意の人

と見傲しているのである。DuncanのUncas

一に対する理解のしかたは、一面的なのであ

る。彼は、合理主義的・博愛主義的キリスト

教信仰の信奉者なのである。（m）

 NattyBumppoは、Dmcanの信じている

キリスト教信仰に対しても批判的なのであ

る。二人の対話に注目してみる。Duncanは、

闇に覆われた森の中で不寝番をしてくれた

Natty Bumppoに感謝する。そして、今度

は、彼がNatty Bumppoに代わって不寝番

をすると申し出る。 Natty Bumppoは、

Duncanの提案を聞くと彼に次の様にいう。

 If we1ay among the white tents of the

 60th，and in front of an enemy1ike the

 French，I cou1d not ask for a better

 watchman．．．but in the darkness，and

 among the signs of the wildemess，

 your judgment wou1d be1ike the fo11y

 of a chi1d，and your vigilance thrown

 away．（128）

Natty Bumppoは、Duncanの判断力が敵・

味方を識別する必要がある戦場では優れてい

ることを認めている。しかし、彼は、戦場と

は次元の異なる倫理的善・悪を識別するには

不向きであることを見抜いているのである。

彼は、悪の跳梁する闇の中でDuncanの知識

人としての判断力が全く通用しないことを指

摘しているのである。その上、彼はDuncan

の善意に満ちた行為に対しても批判的であ

る。激流に飲み込まれそうになっている

Huron族の男を助けようとするDmcanに

Natty Bumppoは、“Would ye bring cer－

tain death upon us，by te11ing the Mingoes

where we1ie？”（69）と警告する。彼は、

Duncanの善意がかえって全員の破滅をもた

らすと批判しているのである。彼は、

Duncanの博愛主義的行為が自己満足に過ぎ

ないというのである。Natty Bumppoは、

Duncanの合理主義的・博愛主義的キリスト

教信仰にも生命力を感じられないのである。

 Natty Bumppoは、Glem’sの洞窟で語ら

れているキリスト教信仰に魂を満たすものを

感じられないばかりではない。彼は、Glenn’s

の洞窟で疎外感をも味わうのである。‘‘the

Royal Americans’’ （38） の少佐である

一115一



大阪女学院短期大学紀要第24・25号（1995）

Duncanは、NattyBumppoがイギリス軍の

斥候であると分かると“If you serve with

the troops of whom I judge you to be a

scout，you shou1d know such a regiment

ofthekingasthe60th．”（38）という。彼は、

Natty Bumppoが上官に対して敬意を払う

べきであると高圧的にいうのだ。Davidは、

“‘

gaven，’with the addition of the‘new’”

（17）と言われるところにいたことを誇らし

げにいう。彼は、イェール大学を出た聖職者

なのであ孔エリートであるDavidは・一般

信徒と一線を画して接するべきだと考えてい

る。実際、彼は、Duncanに次の様にいう。

 It is not prudent forone of my profes－

 sion to be too fami1iar with those he

 has to instruct；for which reason，I

 follow not the1ine of the army；be－

 sides which，I conc1ude that a gentle－

 man of your character，has the best

 judgment in matters of way＿faring；I

 have therefore decided to join compa－

 ny，in order that the ride may be made

 agreeable，and partake of socia1com－

 munion．（24）

Davidは、権威をもって信徒を指導するべき

だという。その上、彼は、エリートはエリー

トと旅をするのがいいという。G1enn’sの洞

窟を支配している雰囲気は、エリートを中心

とした権威主義的なものなのである。この様

な雰囲気を醸し出しているGlem’sの洞窟に

来たNatty Bumppoは、正規の教育を受け

たこともない一介の猟師で、今は、イギリス

軍の斥候として働いている男なのである。彼

は、エリートを中心としたG1enn’sの洞窟で

人間的な暖かい交わりを持ち得ないのであ

乱G1em’sの洞窟に救いを求めてきた

Natty Bumppoは、形骸化した信仰と権威主

義的な雰囲気に孤独感を深めるのであ孔こ

うして、彼は、Glenn’sの洞窟を出る決意を

するのである。

 Natty Bumppoは、Glenn’sの洞窟の中で

聞いた超自然的な叫び声を契機にそこを出る

のである。Davidが賛美歌を歌い夕拝を捧げ

ている最中に“a cry，that seemed neither

human，norearth1y”（59）が聞こえてくる。

はじめ、Natty Bumppoは叫び声の性質が分

からず自分が“on1y a vain and cOnceited

mortal”（59）に過ぎないことを改めて思い

知るのである。そして、彼は、叫び声につい

て熟慮するのである。その結果、彼は、叫び

声に象徴的な意味を読み取り次のようにい

う。

 He who makes strange sounds，and

 gives them out for man’s information，

 alone knows our danger． I shou1d

 think myself wicked unto rebe11ion

 against his wi11，was I to burrow with

 such waming in the air！Even the

 weak sou1，who passes his days in sin－

 ging，is stirred by the cry，and，as he

 says，is‘ready to go forth to the batt1e．’

 If’twere on1y a battle，it would be a

 thing understood by us a11，and easi1y

 managed；but I have heard that when

 such shrieks are atween heaven and’

 arth，it betokens another sort of war－

 fare！（62）

Natty Bumppoは、叫び声を霊的な戦いに備

えよという神からの警告であると解釈す飢

そして、彼は、その警告を聞いてG1enn’sの

洞窟に留まることは神の意志に背くことだと

考えるのである。G1em’sの洞窟に救いを求

めてきたNatty Bumppoは、息苦しい洞窟

を出て雄大な自然の中で霊的な戦いを続けよ
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うとするのである。

 NattyBumppoと自然との係わりを考え

るとき重要なのは・彼が鉄砲をもっているこ

とである。鉄砲は、動物や人を殺傷する武器

であるだけでなく象徴的な意味も与えられて

いる。Natty BumppoとChingachgookの

対話に注目してみる。Chingachgookは、イ

ンディアンの原始的な文明を“thestone・

headed arrow of the warrior”（30）といい、

インディアンを征服した白人の文明を“the

1eaden bu11et”（30）と呼ぶ。高度に発達した

白人の文明を支える精神は、科学的・合理的

精神である。鉄砲は、白人の文明を支える科

学的・合理的精神を象徴的に示している。こ

の様な精神を受け継いでいるNatty

Bumppoは、Chingachgookに潮の満ち引

きを次のように説明する。

 They ca11this up＿stream current the

 tide，which is a thing soon explained，

 and c1ear enough．  Six hours the

 waters run in，and six hours they run

 out，and the reason is this；when there

 is higher water in the sea than in the

 river，they run in，until the river gets

 to be highest，and then it runs out

 again．（32）

Natty Bumppoは、 潮の干満の現象を

Newtonの万有引力の法則を用いて説明し

ている。彼は、自然を科学的・合理的に理

解しているのである。

 NattyBumppoと自然の係わりは、射撃の

腕を通してさらに示されている。射撃の腕

は、鉄砲と同様に象徴的な意味が与えられて

いる。Natty BumppoとUncasの対話に注

目してみる。Natty Bumppoは、角の先端を

除いて体全体が茂みに隠れている鹿の眉間を

撃つという。しかも、彼は眉間の真ん中より

少し有よりを撃ち抜くという。彼は、見える

部分から見えない部分を撃つというのだ。

UnCaSは、そんなことができるはずがないと

いう。Natty Bumppoは、Uncasに答えて次

の様にいう。

 He’s a boy！．．．Does be think when a

 hunter sees a part of the creatur，he

 can’t te11where the rest of him shou1d

 be！（34）

Natty Bumppoは、射撃の名手である猟師は

一部を見て全体を把握できるというのであ

る。射撃の腕は、自然に宗教的な啓示を読む

能力を表している。彼は、自然を科学的・合

理的に理解するだけでなくその背後に隠され

ている宗教的な意味をも読むのである。この

ようなNatty Bumppoは、倫理的な闇に覆

われた舞台へのUnCaSの出現を宗教的な意

味を与えられた自然現象と受けとめるのであ

る。彼は、UnCaSの完壁な肉体・音楽的な

声・鹿のような躍動的な行動力に宗教的な意

味を与えられた自然の完全さ・美しさ・張る

生命力を読み取るのである。彼は、UnCaSの

メシヤ性を理解しているのである。

 Natty Bumppoは、Uncasとの係わりを

深めていくのである。Duncanが彼を助けて

くれたUncasと握手するのを見て、Natty

Bumppoは、次のようにいう。

 Life is an ob1igation which friends

 often owe to each other in the wilder－

 ness．I dare say I may have served

 Uncas some such tum myse1f before

 now：and I very we11remember，that

 he has stood between me and death

 five different times；three times from

 the Mingoes，once in crossing Horican，

 and＿ （73）

Natty BumppoとUncasは、助け合ってき
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たのである。Natty BumppoとUncasは、

さらに強く結ばれていく。Natty Bumppo

は、UnCaSに鉄砲の撃ち方を教えただけでな

く自分の愛用の鉄砲を与えたのだ。だから、

彼は、親が子供の言葉を理解するように鉄砲

の音を聞けぱそれがUnCaSの撃ったものか

どうかすぐに分かるのである。実際、彼は、

鉄砲の音を聞いて次の様にいう。

 There goes Uncas！．．1the boy bears a

 smart piece！I know its crack，as we11

 as a father knows the1anguage of his

 chi1d，for I carried the gun myse1f

 unti1a better offered．（194）

NattyBumppoとUncasは、父と子の強い

絆で結ばれているのである。NattyBumppo

は、UnCaSのメシヤ性を理解しているばかり

か親子の愛で結ばれている。

 NattyBumppoとUncasの係わりは、物

語の後半部でさらに描かれている。UnCaSの

メシヤ性は、物語の後半部で超自然的な枠組

の中で描かれている。超自然的な枠組の核心

部にUnCaSの死が描かれている。UnCaSの

死に至る過程は、聖書のイエス・キリストの

死に至る過程と重ね合わせて描かれている。

UnCaSの死は、イエス・キリストの十字架の

死を連想させるのである。UnCaSの死は、悪

の呪縛から人間を解放し魂の負っている傷を

癒し人間性を回復させる象徴的な意味が与え

られているのである。こうして、

NattyBumppoとUncasの係わりは、

NattyBumppoの超自然的世界に対する姿

勢を通して描かれるのである。

 超自然的世界に対するNatty Bumppoの

姿勢は、彼がDmcanに与える忠告に示され

てい孔彼は・せ一つかちなDuncanに次のよ

うに忠告している。

 Young blood and hot blood，they say，

are much the same thing．We are not

 about to start on a squirre1hunt，or

 drive a deer into the Horican，but to

 out1ie for days and nights，and to

 stretch across a wi1demess where the

 feet of men seldom go，and where n0

 bookish know1edge would carry you

 through，harmless．An Indian never

 starts on such an expedition without

 smoking over his counci1fire；and

 though a man of white b1ood，I honour

 their customs in this Particu1ar，seeing

 that they are deliberate and wise．We

 will，therefore，go back，and light our

 fire to night in the ruins of the old

 fort，and in the morning we sha11 be

 fresh，and ready to undertake our

 work1ike men，and not1ike babb1ing

 women，or eager boys．（189）

Natty Bumppoは、これからいく世界が理性

や知識の通用しない世界であることを理解し

ている。しかも、彼は、超自然の世界にゆく

にはUncasやChingachgookの助力を必要

とするという。実際、彼は、UncasやChing・

achgookと。ounci1fireをもち彼等と徹底

的に討論し彼等の支持を取りつけるのであ

る。Natty Bumppoは、これからいく世界の

性質を理解しているだけでなく・そこにいく

心構えもできているのである。

 Natty Bumppoの超自然の世界に対する

姿勢は、彼の読解力にもみられる。超自然の

世界の核心部に迫るには、そこに先に入って

いった人の残した印や足跡を丹念に拾いその

意味をじっくり考える必要があるのだ。

Natty Bumppoは、足跡から先人の置かれた

状況や気持ちを読み取るのである。彼が

Munroにいった言葉に注目してみる。
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Munroは、娘たちが其処らで倒れているの

でないかと心配する。Munroに対して

Natty Bumppoは、次の様にいう。

 Of that there is litt1e cause of fear．．、

 this is a firm and straight，though a

 1ittle step，and not over1ong． See，the

 hee1has hardly touched the ground；

 and there the dark＿hair has made a

 1ittle jump，from root to root．No，no；

 my know1edge for it，neither of them

 was nigh fainting，hereaway． Now，

 the singer was beginning to be foot＿

 sore and leg＿weary，as is plain by his

 trai1， There you see he s1ipped；here

 he has trave11ed wide，and tottered；

 and there，again，it1ooks as though he

 joumeyed on snow－shoes． Ay，ay，a

 man who uses his throat a1together，

 can hardly give his 1egs a proper

 trainin9！（217）

Natty Bumppoは、Munroの娘たちが元気

であるという。逆に、彼は、Davidが疲れ

切っているという。彼は、まるで目撃してい

るように読み取っているのである。実際、

Cooperは、Natty Bumppoの読解力を次の

ように述べている。

 From such undeniab1e testimony，did

 the practised woodsman arrive at the

 truth，with nearly as much certainty

 and precision，as if he had been a wit－

 ness of a11 those events，which his

 ingenuity sO easi1y e1ucidated．（217）

Natty Bumppoは、残された証拠から真理に

迫る読解力を備えているのである。正確無比

に象徴的な意味を読み取るのである。UnCaS

は、Cora Munroを悪の呪縛から解放するた

めに死んだ。超自然的世界の核心部でこの先

例を読み取るNatty Bumppoは、悪に蝕ま

れている自分もCora同様に悪から解放され

るという確信を得るのである。彼は、UnCaS

のメシヤ性を理解するのである。

 Uncasの死は、Natty BumppoとChin－

gachgookの関係を深めるのである。Natty

BumppoとChingachgookは、共にUncas

の死を悲しむのである。NattyBumppoは、

UnCaSを我が子のように愛していた。彼は、

Uncasの死を悲しむのである。Chingach・

gookは、Uncasの父なのだ。彼は、血肉を分

けた最愛のひとり息子UnCaSを失うのであ

る。Natty Bumppoは、最愛のひとり息子を

失ったChingachgookの悲しみの深さを十

分に察することができないとしても彼の悲し

みに少しは共感することができるのである。

物語の最終章33章のNattyBumppoと

Chingachgookの対話に注目してみる。最愛

のひとり息子を失ったChingachgookは、

Uncasの亡骸を前に“I am alone一”（349）

と孤独感と悲しみを表す。彼を“a yeaming

1ook”（349）を浮かべてみていたNatty

Bumppoは、Chingachgookの言葉を聞く

と込み上げてくる悲しみを押さえ切れず・次

のようにいう。

 no，Sagamore，not a1onel The gifts of

 our co1ours may be different，but God

 has so p1aced us as to journey in the

 same path．I have no kin，and I may

 a1so say，1ike you，no peop1e． He

 ［Uncas］was your son，and a red skin

 by nature；and it may be，that your

 b1ood was nearer；＿but if ever I forget

 the1ad，who has so often fou’t at my

 side in war，and slept at my side in

 peace，may He who made us a11，what－

 ever may be our co1our or our gifts，

一119一



大阪女学院短期大学紀要第24・25号（1995）

 forget me，The boy has1eft us for a

 time，but，Sagamore，you are not

 alone！（349）

Natty Bumppoは、Uncasを失った悲しみ

はChingachgook一人が味わうのではない

という。Natty BumppoもUncasの死を悲

しんでいるのだ。NattyBumppoは、Uncas

の死を通して彼の父Chingachgookの悲し

みを共感するのである。KaySeymour

Houseは、Natty Bumppoを心の平静不動

に幸福を見いだすエピクロス主義者と解釈し

ていた。しかし、闇の中で捉え直してみると、

Natty BumppoはメシヤUncasの死に心を

揺すぷられるキリスト者と解釈することがで

きるのである。NattyBumppoは、Uncasの

死を通してChingachgookとの絆を強めて

いる。彼は、メシヤの父との和解を果たして

いるのである。彼は、救いを得たのである。

救いを得たNattyBumppoを描くことで、

Cooper自身が救いを得たと言えよう。
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